第１１回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２２年３月１０日

ＰM２時００分～４時１５分　

場所：岸和田市　職員会館２階大会議室　
主な内容

　事務局より、「丘陵地区整備における土地交換について」というテーマに基づき、丘陵地区における整備計画を進める際に、それぞれのエリアへの転入出を行なう土地交換を行なう必要があり、その際に基準となる「土地評価基準」の検討を行なった。今後、様々な検討を進めていく上で部会を設立し、公平で画一的な「土地交換ルール」の策定が必要であることを確認した。
委員からは主な意見として、
●「土地交換の際に気になるのは、事業期間によって交換の条件が時間の経過で変わるのではないか。」
●「将来、宅地か農地になるかは別として、現在の土地の評価を点数で決めておくことが重要である。」
●「交換の作業や整備事業の費用について、地権者の負担はかからないとは言えないが、出来る限りその負担を小さくする工夫が必要である。」
●「今後、地権者に説明する際には、交換先の土地の面積などの概略が分かれば判断できるのではないか。」
●「今、農地を持っていて、将来も農地を希望している地権者に、何のために事業に参加してもらうかを説明する必要があるのではないか。」
　

等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















